
様式第２号(事業別概要) No．185　　　　

）

(単位：千円)

＜事業に関する説明＞

2,710 

平成２０年度　一般会計 予算見積 事業別概要書（当初）

予算分析 臨時経費

 を集約することができる。また家庭教育の学習機会の充実に伴い、

 無関心層に対して働きかけができ、更に、母親のみならず社会全体で

 家庭教育を支える機運が醸成される。　

一般財源

事業番号03-04-04-10-10

 推進事業について支援を行います。

 

 家庭の教育力の向上を目的とし、官民協働で家庭教育について考え

 る協議会を設置し、あわせて具体的な事業を市民協働で担い全市的

 展開を図る。

 

 

 

 

 家庭教育について官民協働において施策検討することで幅広い意見

 

 

（見積についての特記事項）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（前年度からの見直し点）（事業実施上の問題点）

 市民や学識経験者の力を活用し家庭教育や家庭教育支援のあり方を

 検討する協議会を開催する。

 妊娠期・乳児期・学童期など各ステージごとでの子育て講座を開催し、

 子どもの発達等に応じた家庭教育に関する学習機会を提供する。

 

 

 

（事業の説明） （事業の目的） （事業の効果）

 

 

（事業実施に関する根拠法令）

実
施
計
画
の
内
容

 【家庭の教育力向上のための支援に関する業務】

継続事業

 13．家庭の教育力推進費

 生涯学習課

款

項

目

  9．教育費                                  事 業 名

細事業名

 

 

 

 

 

 

財源内訳

2,710 

  5．社会教育費                              

  1．社会教育総務費

(歳　出)(歳　入)

0 

担当課･係

要 求 額

 座』や『明日の親のための子育て理解講座』等の家庭教育支援総合

生涯学習課（執行課：

（実施計画における事業の概要）

決　　定

要　　求

単独事業

 家庭教育を推進するために設置した「佐倉市家庭教育推進協議会」 8,058千円 平成18年度～平成22年度

 英知を伝え、心豊かに明日を育むまちづくり／だれでも楽しく学習できるまちづくり／家庭の教育力向上のための支援を

235-1施策体系ｺｰﾄﾞ

施　　策

 が実施する市民との連携による『子育てサポーターリーダー養成講

決 定 額

年度別事業費

総事業費 事業期間

0 4,029 4,029 0 

18年度 19年度 20年度 21年度 22年度

0 

(佐倉市）


